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研究成果の概要（和文）：インドネシアのイスラミック・フェミニズムとイスラミック・反フェミニズムの(a)
思想内的特徴、(b)運動の系譜、(c)運動の戦略、について体系的な研究を実施した。文献と言説の収集と分析、
現地でのインタビューと参与観察、インドネシアおよびマレーシアの関係者の日本への招聘と3度の国際ワーク
ショップの実施、2019年婚姻法改正を中心とした政策過程の分析を行った。その成果を英語および日本語の論文
として発表することで、インドネシアを中心としたイスラーム政治思想やジェンダーをめぐる社会運動研究に新
たな知見を示すことができた。

研究成果の概要（英文）：A systematic study was conducted on Islamic feminism and Islamic 
anti-feminism in Indonesia, focusing on (a) their ideological characteristics, (b) the genealogy of 
their movements, and (c) their strategic approaches. The research involved collecting and analyzing 
literature and discourse, conducting interviews and participant observation in the field, inviting 
relevant figures from Indonesia and Malaysia to Japan, and organizing three international workshops.
 The study also analyzed the policy-making process surrounding the 2019 revision of the Marriage 
Law. The findings were published in both English and Japanese, contributing new insights to the 
study of Islamic political thought and gender-related social movements, with a particular focus on 
Indonesia.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、インドネシアのイスラームの教義に基づくフェミニズム思想（および反フェミニズム）の形成と発
展、その実践のありかたを体系的に明らかにした。イスラーム政治思想や社会運動としての学術的な意義に加
え、ムスリム社会における女性の権利拡大のメカニズムを明らかにした政策的な意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
新興ムスリム諸国におけるジェンダー開発指標の低さ、割礼の習慣や服装規定などから、イス
ラームには「女性差別的」であるとのイメージが強い。これに対して、ジェンダー研究は宗教運
動に参加するムスリム女性、彼女らを取り巻く日常的な宗教規範や慣習を観察し、そのなかでの
彼女たちの主体性を強調してきた。 
またモロッコ出身のファーティマ・メルニースィーやアメリカのアミーナ・ワドゥードらを嚆
矢に、現代のムスリム女性によるイスラミック・フェミニズムが既存の宗教理解や教義解釈に風
穴を開けてきた。こうした言説は欧米在住のムスリムに大きな影響を与え、彼女らの政治進出や
社会変革の起動力となっている。他方、中東・アラブ諸国では禁書になっていることも多く、ご
く一部の知識人にしか知られてこなかった。 
インドネシアでは、ムスリムが多数派の諸国においては例外的に、欧米やムスリム知識人によ
るフェミニズム言説が翻訳され、知識人や活動家の間で比較的広く流通してきた。1998 年の民
主化後には主要イスラーム組織を基盤とする複数の有力フェミニスト NGO が結成されている。
イスラミック・フェミニズム運動は非宗教的なグループと協調しながら、旧態依然とした法制度
の改革に取り組み、成果を挙げている。またソーシャルメディアを通じて彼（女）らの主張が展
開され、一般のムスリムからも広い関心を惹きつけるようになっている。他方で近年ではこれに
対抗する反フェミニズム運動も組織され、ソーシャルメディアを通じて、反イスラーム的な欧米
諸国の手先、LGBTQ+権利団体と並んで「道徳的な荒廃」をもたらす危険な存在であるとの攻撃
を強めている。ジェンダーをめぐる政治は、宗教イデオロギーの主戦場となっている。 
以上のようにインドネシアのフェミニズム運動は、法制度の改革を実現するほどの政治的影
響力を持つに至っている。またイデオロギー的な対立は勢いを増している。しかしインドネシア
の政治研究はいまだに男性中心の伝統的な権力政治の分析に集中し、フェミニズム運動への関
心は低い。ソーシャルメディアを利用した社会運動は政府の政策変更にたびたび成功している
が、こうした研究も端緒についたばかりである。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究は、インドネシアにおけるイスラミック・フェミニズムと反フェミニズムの思想、組織
と戦略を明らかにすることを目的とする。比較的広範な社会的基盤を持つインドネシアのイス
ラミック・フェミニズムは、イスラーム政治思想とその社会運動としての実践の先進事例として、
他のムスリム諸国における研究や政策的な発展に新たな視角を提供する。 
 
 
３．研究の方法 
 
本研究はイスラーム法の革新的な解釈に基づくフェミニズムとこれに対抗する反フェミニス
ト勢力の思想内容と運動の系譜、両者の戦略を分析する。具体的な分析対象となるのは以下の点
である。 
(a)思想内容とその系譜：欧米発祥のフェミニズムなど外来の思想とインドネシアにおけるそ
の吸収と独自の発展、現在の運動への反映について分析する。そこで、民主化運動の台頭ととも
に 1990 年代後半から翻訳されはじめた、海外の活動家の思想とともに、インドネシア独自のイ
スラミック・フェミニズム思想の発展を検討する。とくに法制度など現地の事情を踏まえた思想
の構築については明らかにされていない点が多い。対抗するイスラミック・反フェミニズムの発
展についても検討する。 
(b)運動の系譜：世俗的なフェミニズム運動とイスラミック・（反）フェミニズム運動はそれぞ
れ異なる由来を持ち、台頭の時期にもズレがある。そこで、それぞれの系譜を整理し、異なる運
動間の連合あるいは対立が深まる過程を分析する。とくに 1998 年以降の政治的自由化とソーシ
ャルメディアの発展は、世俗的な運動とイスラミック・フェミニズム運動のより緊密なコミュニ
ケーションを促進した。その成果として 2017 年に女性ウラマー会議 (KUPI)が開催され、約 2000
人の活動家を集めた。KUPI は常設のコンソーシアムとなり、女性の権利向上のための法改正や
新法制定の理論的根拠も与えている。反フェミニズム運動の組織化と、より大衆的な女性団体の
包含の過程も検討課題である。なかでも反フェミニズムを統括する NGO で、ロビー活動などで際
立った動きをみせている家族愛連合(AILA)が注目に値する。 
(c)運動の戦略：フェミニスト勢力によって提起された女性の権利保護のための 2つの法律の
政治過程を分析することによってイスラミック・（反）フェミニズム運動の戦略を明らかにする。
2015 年の失敗後に 2019 年に実現した女性の結婚最低年齢の引き上げ（婚姻法改正）、2019 年に
失敗後に 2022 年に成立した性暴力排除法をめぐる政治過程である。なかでも、(1)ソーシャルメ



ディアを通じた世論形成、(2)省庁および国会担当委員会(政党政治家)へのロビー活動、(3)選挙
における争点化、を対象とする。 
以上の分析は、それぞれの思想の核となる資料の収集とインタビュー、参与観察、国際ワーク
ショップにおける意見交換をもとにする。そして、インドネシアにおける政治過程とジェンダー
をめぐる政治対立の構造を明らかにする。 
 
 
４．研究成果 
 
イスラミック・フェミニズムとイスラミック・反フェミニズムの(a)思想内容とその系譜、(b)
運動の系譜、(c)運動の戦略、について体系的な調査と分析を行なった。 
イスラミック・フェミニズムについては、手始めに 2017 年のインドネシア女性ウラマー会議
（KUPI）の公式文書の翻訳と分析を行なった。明らかになったのは、「マカースィド・シャリー
ア（法の目的）」論を援用した革新的な法解釈の手法と具体的な政策変更へのコミットメントで
ある。マカースィド・シャリーア論はさまざまなイスラームの法規定の背後にある根本的な目的
（例えば「宗教・生命・生殖・財産・理性」の原則）に立ち戻り、これらの目的に適う法解釈を
行うものである。そして、政策実現のためのネットワーキングと慎重な戦略である。KUPI の全
国大会は、副大統領や宗教大臣や海外からのゲストを呼ぶことで、正統性を高めるとともに、宗
教的か世俗かを問わず多くの活動家が集めた。また既存の宗教解釈、とくにこれまで宗教裁判所
で採用されてきたイスラーム法集成（KHI）に配慮している。KHI に取って替わるというよりは、
解釈を追加することで既存の宗教権威との対立関係を回避している（業績①）。また、イスラミ
ック・フェミニズム運動の国際的なネットワークについても、多くの示唆を得られた。とくに社
会的な基盤を築いてきたインドネシアと国際的な発信に優れたマレーシアの活動家たちとの関
係を明らかにした（業績④）。 
イスラミック・反フェミニズムは、フェミニズムを「反イスラーム的」な言説であり、西洋に
よる「思想的な侵略」の一端であると捉える。他方、本研究が発見したのは、その主張が皮肉に
も西洋とくにアメリカにおける保守派の論理に頼っていることである。アメリカの保守派はキ
リスト教と深く結びつき、ときに反イスラームの立場を取る。しかし、「行き過ぎた個人主義」
を否定して家族を重視する点、リベラル勢力による「道徳の破壊」への危惧など、共通点が多い。
反フェミニズムは、ムスリム社会に限らない、現代的な保守的な反動現象と捉えることができる
のである（業績⑤）。 
最後に、国会や憲法裁判所を舞台とした法改正における戦略である。イスラミック・フェミニ
ズム運動は、女性の権利保護や向上に向けた宗教的な正統性を高め、拡大させている。他方で、
既存の宗教的権威からの反発を避け、また広い連帯を組むために、ときに宗教的言説よりも普遍
的な人権概念による訴えを優先させる。さらに、経済開発を重視する大統領に対しては女性の権
利保護が経済発展に寄与するといった論理も援用した。以上のようなネットワーク形成とフレ
ーミングの巧みな運用が特徴的である。他方、反フェミニズム運動は、選挙の機会を利用し、フ
ェミニストの主張が「性的な乱れ」につながるといった流言飛語を用いて、政治家の法案成立意
欲を削いだ（業績②, ③）。 
 以上の議論は、インドネシアを中心としたイスラーム政治思想とその運動の研究に加え、広く
ムスリム社会におけるジェンダーをめぐる社会運動研究にも寄与するものである。 
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